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平成 30 年度診療報酬改定においては、地域包括ケアシステムの構築と医療機能の

分化・強化、連携を推進する観点から、入院医療については 7 対 1 入院基本料をはじ

めとする一般病棟入院料等の評価体系の見直しを行うとともに、外来医療については

かかりつけ医の機能の評価の見直しを行いました。また、現在、医師をはじめとした

医療従事者の働き方改革の重要性が指摘されていますが、医療従事者の負担軽減、働

き方改革を推進する観点から、チーム医療等の推進等による勤務環境の改善について

見直しを行い、より柔軟かつ効率的な働き方ができるような診療報酬改定を目指しま

した。 

以上の論点をはじめとして、平成 30 年度診療報酬改定において、具体的にどの様

な見直しが行われたのか、その概要を説明いたします。 

 


